
●  県消費生活センターで受けた３月の相談件数は、３５０件で〈表１〉のとおりです。前年同月（２７３件）と比べ、７７件増加しました。

●　相談件数３５０件のうち、「不当請求」と判断される相談は１３件で、前年同月（９件）と比べ、４件増加しました。

●　相談の多かった商品・サービスは、＜表２＞のとおりです。第１位は｢商品一般｣で、以下「化粧品（全体）」、「ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続回線」、

　　「健康食品」、「不動産貸借」となっています。
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＜図１＞年代別相談件数 　＜表２＞商品・サービス上位５品目

　・令和７年度に県消費生活センターで受け付けた相談の件数は３，９５２件で、前年度（３，０６５件）に比べ８８７件の増加です。<表１>

　・契約当事者の年代別相談件数は、＜図１＞のとおりで、７０代以上が９５６件で最多となっています。また、相談の増加率は２０代が

   最も高く約６８％増加となっていますが、これは、脱毛エステの契約で会社の倒産に伴う相談が多かったことによるものです。

　・相談の多かった商品・サービスは、＜表２＞のとおりです。不審な電話などを含む「商品一般」が約３４％増加となっています。

　

＜表１＞　年度別相談件数 　＜図１＞　年代別　相談件数

＜表２＞　商品・サービス上位５品目　相談件数
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前年同月 件　数 273 265 44

15 250累計 件　数 3,952 3,795 578 135

5 125 2 1313 127 1 23 0 4

総相談件数 販売購入形態別相談件数
危害・危険

(再掲)
不当請求

(再掲)

３月
件　数 350 337 52 6

《令和７年度の相談の概況》

県消費生活センターに来所し相談したい場合は、あらかじめ電話（025-285-4196）でご予約ください。

新潟県消費生活センター
令和8年4月17日

令和８年３月分の消費生活相談の概況

●　契約者の年代別相談件数は、〈図１〉のとおりです。７０代以上が一番多く９１件、以下６０代が５５件、５０代が３８件、３０代が２８件、

　 　２０代が２７件、４０代以下が２４件、１０代が７件の順です。

区　分

アドバイアドバイ 困ったときは 消費生活

アドバイアドバイ 困ったときは 消費生活

アドバイアドバイ 困ったときは 消費生活困ったときや心配なときは、消費者ホットライン局番なしの １８８（いやや）にご連絡ください。

順位 件数

1 　商品一般 48

2 　化粧品（全体） 19 　メイクアップ、基礎化粧品の販売など

3 16

　特定できない商品(不審な電話や請求など)

　サプリメントの販売など

　光回線の契約など

4
各
13

商品名等 主な内容

　ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続回線

　退居時の高額請求など

　健康食品

　不動産貸借

商品一般（不審な電話など） 381 商品一般（不審な電話など） 511

化粧品（全体） 195 化粧品（全体） 237

健康食品 127 健康食品 148

不動産貸借 114 不動産貸借 120

役務その他サービス 100 役務その他サービス 117

R６年度 R７年度

　　    　（件）

R５年度 R６年度 R７年度
前年度比
（R７/R６）

相談件数 3,463 3,065 3,952 ＋887 (28.9％増)


